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今
回
の
議
会
だ
よ
り
が
創
刊
よ
り
１
０
０
号

を
迎
え
ま
し
た
。
創
刊
は
平
成
５
年
７
月
25
日
。

手
探
り
で
ス
タ
ー
ト
し
た
広
報
づ
く
り
は
、
多

く
の
諸
先
輩
編
集
委
員
の
ご
尽
力
と
読
者
皆
様

の
声
に
支
え
ら
れ
、
進
化
を
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
進
化
途
中
で
あ
り
ま
す
が
、
現
編

集
委
員
一
丸
と
な
っ
て
、
町
民
の
皆
様
に
「
手

に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙
」
に
す
る

よ
う
日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

回
「
１
０
０
号
記
念
企
画
」
と
し
て
発
行
時
の

編
集
委
員
の
方
々
に
、
当
時
の
苦
労
話
、
思
い

出
等
を
執
筆
頂
き
ま
し
た
。

１
０
０
号
発
行
に
あ
た
り

�

議
長
　
佐
藤
　
秀
樹

　
平
成
5
年
7
月
に
議
会
だ
よ
り
第
一
号
が
創
刊
さ

れ
、
こ
の
度
第
１
０
０
号
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
議
会
に
対
す
る
町
民
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
分
か
り
易
い
議
会
だ
よ

り
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
研
鑽
を
重
ね
る
所
存
で
御

座
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
協

力
の
程
宜
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
第
１
０
０
号
発

行
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

創刊号編集委員の皆さん
前列中央　木村　重正委員長
前列左側　岡部　和雄副委員長
後列左側　長瀬　衛委員

読みやすく親しまれる議会報を目指して

四半世紀の時を刻み

平成5年7月創刊号平成29年12月99号

平成10年4月10号平成25年5月80号

平成15年4月40号平成20年4月60号

-�3�-

　
創
刊
号
編
集
委
員
長

�

木
村
　
重
正
さ
ん

　
初
号
の
編
集
発
行
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て

何
か
思
う
と
こ
ろ
は
な
い
か
と
編
集
者
に
問

わ
れ
、
初
号
よ
り
四
半
世
紀
、
公
職
を
辞
し

て
か
ら
も
10
年
の
年
月
を
経
過
し
、
記
憶
も

心
許
な
い
な
が
ら
拙
文
を
託
す
次
第
で
す
。

　
素
人
の
紙
面
作
り
で
、
難
儀
を
い
た
し
ま

し
た
が
、
広
報
担
当
者
や
印
刷
会
社
に
教
え

を
乞
い
な
が
ら
初
号
が
完
成
し
た
時
は
一
同

達
成
感
に
浸
り
ま
し
た
。

　
思
い
出
と
し
て
残
る
こ
と
は
、
一
般
質
問

者
の
名
前
を
出
す
出
さ
な
い
の
議
論
と
な
り
、

結
論
が
出
て
い
な
い
状
況
で
委
員
長
と
し
て

之
こ
そ
肝
要
と
、
一
存
で
名
前
を
掲
載
致
し

ま
し
た
が
、
さ
し
て
お
咎と

が

め
も
な
く
、
先
輩

議
員
の
寛
容
に
感
謝
で
す
。

　
ま
た
、
決
め
ら
れ
た
字
数
を
超
え
た
原
稿

が
提
出
さ
れ
た
折
に
は
そ
の
主
張
や
意
見
を

歪
め
る
こ
と
無
く
短
文
と
し
、
本
人
の
納
得

を
得
る
こ
と
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　
益
々
の
充
実
と
発
展
を
お
願
い
し
、
住
民

と
の
距
離
が
縮
ま
る
紙
面
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
創
刊
号
副
編
集
委
員
長

�

岡
部
　
和
雄
さ
ん

　
創
刊
１
０
０
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
情
報
公
開
な
ど

25
年
前
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
行
政
用

語
で
し
た
。
全
国
の
市
町
村
へ
視
察
研
修
に

行
く
と
必
ず
「
議
会
報
」
を
頂
き
ま
し
た
。

議
員
間
の
意
見
集
約
を
数
年
か
け
議
員
自
ら

の
手
で
会
報
が
発
刊
で
き
た
感
激
は
、
今
で

も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
当
時
私
は
、
議
員
の
一
般
質
問
に
沿
っ
た

現
地
写
真
を
撮
影
す
る
担
当
で
し
た
。
道
路

拡
幅
要
望
の
現
地
写
真
に
御
自
身
の
家
が
写

っ
て
い
た
町
民
の
方
か
ら
、
道
路
拡
幅
に
反

対
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
写
真
だ
と
厳
し

い
指
摘
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
全
戸
配
布

の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
日
地
方
議
会
の
無
投
票
が
顕
著
で
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
が
議
会
の
情
報
発
信
の
礎

に
な
る
こ
と
と
同
時
に
貴
紙
が
有
権
者
に
対

し
私
利
私
欲
で
な
く
為
政
者
た
る
研
鑚
の
紙

面
と
な
り
多
く
の
町
民
が
「
町
議
会
議
員
」

を
志
す
き
っ
か
け
に
な
る
広
報
紙
で
あ
り
続

け
る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

　
創
刊
号
委
員

�

長
瀬
　
衛�

議
員

�

　
平
成
５
年
の
「
創
刊
号
」
に
携
わ
っ
た
一

人
と
し
て
、
第
１
０
０
号
の
発
行
に
感
無
量

で
す
。
何
が
き
っ
か
け
で
発
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
細
か
く
は
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
期
数
の
若
い
議
員
に
発
行
命
令
が
下
さ

れ
た
わ
け
で
す
。

　
勿
論
、
委
員
全
員
が
機
関
紙
作
成
な
ど
未

経
験
で
し
た
。
近
く
の
大
井
町
（
現
在
は
ふ

じ
み
野
市
）
の
議
会
だ
よ
り
が
全
国
で
も
有

名
で
し
た
の
で
、
大
井
町
に
レ
イ
ア
ウ
ト
や

色
、
校
正
の
手
順
な
ど
一
切
の
手
解
き
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
当
時
は
パ
ソ
コ
ン
も
な
く
、

２
代
目
の
委
員
長
と
し
て
全
ペ
ー
ジ
の
レ
イ

ア
ウ
ト
を
１
回
目
の
編
集
委
員
会
ま
で
に
準

備
す
る
の
が
大
変
苦
労
で
し
た
。

　
歴
代
委
員
の
努
力
の
積
み
重
ね
と
そ
れ
に

続
く
現
委
員
の
豊
か
な
発
想
力
に
よ
る
第

１
０
０
号
で
す
。
今
後
と
も
町
民
皆
様
に
と

っ
て
よ
り
分
か
り
易
い
議
会
報
告
を
目
指
し

て
ほ
し
い
。

１
０
０
号
発
行
に
あ
た
り

�

議
長
　
佐
藤
　
秀
樹

　
平
成
5
年
7
月
に
議
会
だ
よ
り
第
一
号
が
創
刊
さ

れ
、
こ
の
度
第
１
０
０
号
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
議
会
に
対
す
る
町
民
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
分
か
り
易
い
議
会
だ
よ

り
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
研
鑽
を
重
ね
る
所
存
で
御

座
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
協

力
の
程
宜
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
第
１
０
０
号
発

行
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

議会だより１００号までの歩み
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単位：万円未満は切り捨て

（借金）

財政調整基金

地方債

（貯金）

36億9,463万円

12億3,244万円

７億8,113万円

6億9,190万円 9億6,211万円

16億4,440万円

8億8,540万円

19億3,000万円

34億8,518万円

７億3,608万円

10億4,626万円

９億3,377万円

11億7,466万円

借り入れの返済金

です。

医療や介護福祉・障害者

支援など社会保障にかか

わる分野が年々増加して

います。

保育や医療など使い
道の決まった補助金
です。

自治体の規模や人口に
応じて国から交付される
お金です。

国税として徴収した特定の税目
の収入の全額、一部を地方自治
体に譲与するもの。

町民税・固定資産税・
軽自動車税など皆さんが
払っている税です。

毛呂山町が借り入
れたお金です。

106 億 5,015 万円

107 億 7,139 万円
103 億 8,737 万円

99 億 8,216 万円

8 億 1,542 万円

8 億 3,590 万円

8 億 662 万円

7 億 7,057 万円

H29 見込H28H27H26

-�4�-

29年度見込み

財政調整基金 ７億7,057万円
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単位：万円未満は切り捨て
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です。

医療や介護福祉・障害者

支援など社会保障にかか

わる分野が年々増加して

います。

保育や医療など使い
道の決まった補助金
です。

自治体の規模や人口に
応じて国から交付される
お金です。

国税として徴収した特定の税目
の収入の全額、一部を地方自治
体に譲与するもの。

町民税・固定資産税・
軽自動車税など皆さんが
払っている税です。

毛呂山町が借り入
れたお金です。

106 億 5,015 万円

107 億 7,139 万円
103 億 8,737 万円

99 億 8,216 万円

8 億 1,542 万円
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30年度 前年度比較

国民健康保険特別会計 42億6,288万円 ▲９億6,166万円

水道事業会計 12億2,498万円 ▲1,480万円

農業集落排水事業特別会計 3,565万円 689万円

介護保険特別会計 22億785万円 104万円

後期高齢者医療特別会計 ４億2,548万円 4,771万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 … 医療保険制度の基礎的役割を果たしています。安心して医療を受けられるように
するために使われる予算です。

水 道 事 業 会 計 … 日常生活に欠かせない生活用水を安全供給するための予算です。特に老朽管の
布設替えおよび老朽施設の改修を積極的に行います。

�農業集落排水事業特別会計 … 農村地域の生活向上を図るために汚水の処理を行います。現在は、主要な処理施設
の建設が終了し、施設維持管理費用が中心となっています。

�介 護 保 険 特 別 会 計 … 介護や介護予防を必要とする人が安心して生活を送れるように、総合的な介護
サービスを行うために使われる予算です。

後期高齢者医療特別会計 … 高齢者が安心して医療が受けられるように制度の維持、運営に使われます。
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こ
ん
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
！

《�62万8千円�》

児童館に
トランポリン購入

老朽化した遊具を交換します

《�120万円�》

町民レクリエーション大会
テント等設置委託料

各行政区のテントを設置します

《�1,794万3千円�》

橋梁点検業務
委託料

橋梁の安全点検を実施します

《�2,418万4千円�》

川角駅周辺地区
整備事業

駅周辺整備のための設計業務委託
と看板設置をします

《�300万円�》

空き店舗利活用創業
チャレンジ支援事業

空き店舗を活用し新たに事業を
始める方を応援します

《�194万円�》

川角小学校内学童保育所
整備工事実施設計業務委託

校内に学童保育所を造る
準備をします

30年度
予算で
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川
角
駅
に
設
置
す
る
看
板
は
、
ど
の

よ
う
な
内
容
に
な
る
の
か
。

　
現
時
点
で
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

　
看
板
を
出
し
て
、
こ
の
事
業
が
進
ま

な
か
っ
た
ら
町
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い

と
思
う
。
看
板
の
内
容
は
よ
く
精
査
し

て
欲
し
い
。

　
看
板
の
内
容
は
決
定
的
な
こ
と
は
当

然
書
け
な
い
が
、
事
業
計
画
な
ど
を
掲

載
し
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
テ
ン
ト
等
委
託
料
は
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
予
算
計
上
さ
れ
た
の
か
。

　
大
会
準
備
委
員
会
及
び
反
省
会
で
、

テ
ン
ト
の
設
営
と
選
手
の
確
保
が
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
参
加
を
辞
退
し
た
い

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
選
手
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
成
委

員
会
で
検
討
し
、
テ
ン
ト
の
設
営
に
つ

い
て
は
、
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
で
町

民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
安
全
性
の
向

上
も
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
児
童
館
と
し
て
の
最
低
限
の
遊
具
の

設
置
条
件
は
あ
る
の
か
。

　
児
童
館
は
、
子
供
た
ち
が
遊
ぶ
ス
ペ
ー

ス
、
屋
外
に
は
遊
具
等
が
完
備
さ
れ
て
い

る
。
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
の
老
朽
化
に
伴
い
予
算
を
計
上
し
た
。

子
供
た
ち
の
発
育
や
身
体
能
力
な
ど
を

育
て
る
た
め
に
も
必
要
な
設
備
で
あ
る
。

　
ど
の
よ
う
な
橋
梁
を
点
検
す
る
の
か
。

　
橋
長
が
15
メ
ー
ト
ル
以
上
ま
た
は
１
、

２
級
の
町
道
に
か
か
る
橋
、
跨
線
橋
、

歩
道
橋
で
松
貫
橋
、
宮
下
橋
、
伊
予
田
橋
、

上
宿
橋
な
ど
34
橋
を
予
定
し
て
い
る
。

　
予
算
が
毎
年
か
か
る
と
思
う
が
今
後

の
予
定
は
。

　
道
路
法
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、
５

年
に
１
度
、
近
接
目
視
に
よ
る
点
検
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。
平
成
30
年
度
に
予

定
し
て
い
る
34
橋
は
重
要
な
橋
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。
町
の
財
政
負
担
な

ど
を
考
え
る
と
職
員
で
行
う
こ
と
も
検

討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
中
学
校
区
域
に
小
学
校
を
統
合
す
る

と
い
う
検
討
結
果
が
提
出
さ
れ
て
い
る

中
で
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
川
角
小
学

校
内
に
学
童
保
育
所
を
設
置
す
る
の
か
。

　
川
角
学
童
保
育
所
の
定
員
の
問
題
や

川
角
小
学
校
と
川
角
学
童
保
育
所
の
距

離
の
問
題
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
と
人
口
減
少
と
い

う
形
で
小
学
生
の
数
も
減
っ
て
い
く
中

で
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
程
度
出

て
き
て
い
る
。
川
角
学
童
保
育
を
増
築

す
る
考
え
は
な
か
っ
た
か
。

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
な
ど
、

総
合
的
に
考
え
川
角
小
学
校
内
に
学
童

保
育
所
を
整
備
し
た
い
。

川
角
駅
周
辺
地
区

�

整
備
事
業

委員課長委員課長

町
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

�

テ
ン
ト
等
設
置
委
託
料

委員課長

児
童
館
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

�

購
入
費

委員課長

橋
梁
点
検
業
務
委
託
料

委員課長委員

課長

川
角
小
学
校
内
学
童
保
育
所

整
備
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託

委員課長委員課長

30年度予算　ココが聞きたい！
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補正予算、条例の改正で
こんな事が決まりました

�

（
全
員
賛
成
可
決
）

【
内
容
の
説
明
】

　
オ
ー
ル
電
化
の
毛
呂
山
町
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
も
稼
働
を
開
始
し

て
か
ら
、
12
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
修
繕
費
が
嵩
む
こ
と

や
度
々
の
業
務
に
差
し
支
え
る
等

考
慮
し
て
、
10
年
間
の
リ
ー
ス
契

約
で
大
幅
に
更
新
し
ま
す
。

■
契
約
内
容
は
、
洗
浄
機
、
各
種

冷
蔵
庫
、
連
続
フ
ラ
イ
ヤ
ー
等
、

13
機
種
19
台
の
入
れ
替
え
で
す
。

補
正
予
算

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
厨

房
機
器
を
10
年
間
リ
ー
ス

で
大
幅
に
更
新
し
ま
す
！

�

（
全
員
賛
成
可
決
）

【
内
容
の
説
明
】

　
毛
呂
山
町
は
、
町
内
に
進
出
す

る
企
業
に
対
し
て
優
遇
制
度
（
毛

呂
山
町
企
業
誘
致
促
進
条
例
）
を

定
め
て
き
ま
し
た
。
内
容
は
「
誘

致
企
業
に
固
定
資
産
税
相
当
額
の

１
／
２
を
10
年
間
、
奨
励
金
と
し

て
交
付
す
る
」
も
の
。

　
し
か
し
、
今
後
は
奨
励
金
の
10

年
間
を
３
年
間
に
縮
小
し
ま
す
。

な
お
、
新
た
な
施
策
と
し
て
町
に

住
所
を
有
す
る
町
民
を
正
規
職
員

と
し
て
１
年
以
上
雇
用
し
た
企
業

に
１
人
30
万
円
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。（
初
年
度
の
み
）

企
業
誘
致
促
進
条
例
を

改
正
し
ま
す
。
奨
励
金

10
年
を
３
年
間
へ
！

酬
に
つ
い
て
は
月
額
12
万
円
を

13
万
円
に
改
め
ま
す
。

　
施
行
は
平
成
30
年
４
月
１
日
。

�

（
賛
成
多
数
可
決
）

【
内
容
の
説
明
】

　
３
年
に
一
度
、
改
定
さ
れ
る
介

護
保
険
料
。
所
得
区
分
を
９
段
階

か
ら
12
段
階
に
改
め
、
介
護
給
付

費
準
備
基
金
か
ら
半
分
以
上
の

１
億
２
９
０
０
万
円
を
繰
入
れ
、

介
護
保
険
料
の
月
額
を
２
０
０
円

引
上
げ
４
３
４
０
円
と
設
定
し
ま

し
た
。
な
お
、
保
険
料
基
準
額

は
年
額
４
万
９
６
０
０
円
か
ら

５
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
２
０
０
円

ア
ッ
プ
の
４
３
４
０
円
！

年
額
で
は
５
万
２
千
円

�

（
全
員
賛
成
可
決
）

【
内
容
の
説
明
】

　
各
行
政
区
の
区
長
を
非
常
勤
職

員
と
位
置
付
け
、
手
当
に
つ
い
て

は
世
帯
数
別
均
等
割
及
び
戸
数
割

（
一
戸
当
た
り
６
０
０
円
）
と
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
指
導
員
の
報

条
例
の
改
正

区
長
は
町
の
非
常
勤
職

員
、
戸
数
割
は
一
戸
当

た
り
６
０
０
円

　平成30年 3月議会は、3月 1日から19
日までの会期で開催されました。今議会に提
案されました案件は条例の制定1件、条例の
一部改正16件、規約の変更2件、補正予算
5件、当初予算6件、町道の路線の認定廃止
各1件、人事4件、合計36件です。
　なお、一般質問は10名が登壇し、活発な
質問が展開されました。

　町レク、夏祭りと区長さん大忙し！

学校給食センターの各種厨房機器

3月議会3月議会
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下田泰章議員
　来年度に向け財政調整基金を
切り崩し、非常に厳しい予算編
成が行われている。
　国の方針のもと議員手当を引き上げるといっ
た条例改正に従うのではなく、自分達の町の財
政状況や民意にたって物事を判断することが議
員の責務である。

【 条 例 の 改 正 】 議員報酬の
改正について（賛成多数可決）

【 特 別 会 計 】 平成30年度 毛呂山町国民健康保険特別会計予算
平成30年4月から、国保が県と町の共同事業になります！(賛成多数可決）

弓田茂樹議員
　先の議案第２号で、議員報酬
増額の条例改正案に反対を示さ
れた方がいた。しかし補正予算の中には全 14�
名の増額分が計上されています。真意に増額を
望まないのであれば修正案の提出等が有っても
よいが、未だ無い以上、本件補正予算自体を反
対するものでは困る。

【平成 29 年度】 一般会計
補正予算（賛成多数可決）

牧瀬　明議員
　国保運営が県単位になっても
構造問題は解決していない。国
保への国庫支出金割合を 83年に戻すべき。国
保税の均等割も課題で子どもへの均等割を無く
せば子育て支援になる。均等割は被用者保険に
はなく、協会けんぽでも所得割６％弱のみ。

岡野　勉議員
　新年度からの広域化（県単位）
は一般会計からの繰入金増額、
均等割額（一人当たり 33,000 円）の引下げの
絶好のチャンスでした。
　しかし、このチャンスを活かし切れず国保税
の軽減、多子世帯・子育て支援を見送り残念で
す。全国 55％の自治体が減額したが。

１
、
国
保
被
保
険
者
の
状
況

　
平
成
29
年�

９
８
６
２
人

　
平
成
28
年�

１
万
４
７
０
人

２�

、
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
）
の
普
及

　
平
成
28
年�

72
・
８
％

　
平
成
27
年�

68
・
３
％

３
、
寿
命
の
状
況

　�

　
平
成
27
年
の
平
均
寿
命

は
男
性
79
・
33
歳
、
女
性

は
85
・
33
歳
と
な
っ
て
お

り
県
平
均
よ
り
低
い
。

４
、
特
定
健
康
診
査
受
診
率

　�

　
平
成
28
年
度
の
特
定
健

診
の
受
診
率
は
47
・
６
％

で
、
県
内
市
町
村
平
均

38
・
９
％
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

５�

、
法
定
外
繰
入
金※

（
一
人
当

た
り
の
繰
入
金
）

　
毛
呂
山
町�

１
０
１
４
円

　
県
平
均�

１
万
７
５
６
４
円

国保、議員報酬をめぐり討論！
　国保（国民健康保険）の広域化（県単位化）とは何か。4月からスタートする新・国保。今回の「制
度改定」で、果

は

たして町民の健康はどう守られるのか？
　地方議員のなり手不足の中どう議会活動を活発化させるのか！議論の内容・方向性を追跡した。

※安定した国保運営を図るため、町の一般会計（公金）を国保会計に投入するもの。

毛
呂
山
町
国
保

の
現
状

反対します

反対します 反対します

賛成します
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反対します 反対します

賛成します



- 10 -

平成30年度当初予算 平成29年度補正予算 町
道
の
廃
止
、認
定

条例の制定・改正 人　事 規
約
の
変
更
２
件

一
般
会
計

介
護
保
険
、後
期
高
齢
者

国
民
健
康
保
険

水
道
事
業
、集
落
排
水

一
般
会
計
、国
民
健
康
保
険

介
護
保
険
、後
期
高
齢
者

水
道
事
業

介
護
支
援
等
新
規
条
例

議
員
報
酬
条
例
の
改
正

個
人
情
報
保
護
、国
保
関
係
２
件
、

介
護
関
係
４
件
の
条
例
改
正

町
長･

副
町
長･

教
育
長
の
給
与

等
条
例
改
正

職
員
給
与
、特
別
職
職
員
報
酬
等
、

学
校
設
置
条
例
改
正

障
害
者
医
療
費
、後
期
高
齢
、

企
業
誘
致
、都
市
公
園
条
例
改
正

副
町
長
、固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

農
業
委
員
会
委
員
、教
育
委
員
会

委
員
の
任
命

下田　泰章 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平野　　隆 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
澤田　　巌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
牧瀬　　明 × × × ○ × × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
弓田　茂樹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
荒木かおる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千葉三津子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
村田忠次郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岡野　　勉 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小峰　明雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○
高橋　達夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長瀬　　衛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
堀江　快治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
佐藤　秀樹 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

●議案の審議結果（３月定例会）
議　案

議　員

○は賛成　×は反対　議は議長 

◦協働による町づくりに向けて
◦消防団準中型、中型免許取得
◦町が考える流鏑馬祭の位置付けとは� 下田　泰章

◦AEDの活用
◦町の適正規模� 澤田　　巌

◦給食センターの将来
◦遊休農地（耕作放棄地）の現状� 村田忠次郎

◦平成30年度予算の着目点
◦毛呂山町適正化計画� 高橋　達夫

◦政治倫理条例に対する町当局の対応と
　町政の信頼� 長瀬　　衛

◦AEDの設置箇所
◦町内中学校の制服
◦子育てワンストップサービス� 荒木かおる

※ 一般質問は、主な質問と答弁の概要を本人が編集し
ています。

◦井上町政の現状
◦通学路
◦運転免許自主返納
◦鶴舞橋の安全対策� 平野　　隆

◦教育・子育て環境の充実
◦地域間交流
◦地域福祉の充実
◦健康増進の推進� 小峰　明雄

◦中央教育審議会の「中間まとめ」� 牧瀬　　明

◦コミュニティ・スクールの導入に向けて
◦通学路の安全確保� 千葉三津子

一般質問 町政を問う！  〜10人が登壇〜
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▪問

　２
期
目
の
３
年
間
を
通
し
井
上

町
政
の
成
果
と
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
政
策
・
公
約
に
つ
い
て
は
、
１

期
目
か
ら
の
継
続
事
業
に
加
え
、
す

ぐ
に
・
２
年
以
内
・
継
続
的
に
成
果

を
お
見
せ
す
る
も
の
と
い
う
項
目
に

分
け
て
お
り
、
実
現
に
向
け
て
町
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
８

割
か
ら
９
割
近
く
に
お
い
て
町
民
皆

様
と
の
約
束
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

▪問

　こ
れ
か
ら
の
町
の
重
要
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
人
間
関
係
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
構
築
で
き
る
働

き
か
け
を
重
ん
じ
、
ハ
ー
ド
面
で
は

川
角
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
、
森
戸

橋
架
け
替
え
に
伴
う
西
大
久
保
地
区

の
交
差
点
改
良
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

通
学
路
に
つ
い
て

▪▪問

　学
校
の
通
学
路
で
危
険
な
経
路

は
あ
る
か
。

答
　
通
学
路
は
、
安
全
性
に
配
慮
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
路

側
帯
が
な
い
な
ど
、
改
善
が
求
め
ら

れ
る
箇
所
も
あ
る
。

▪問

　危
険
な
通
学
路
の
安
全
対
策
を

伺
う
。

答
　
５
年
に
１
度
、
学
校
・
保
育
園
・

幼
稚
園
等
に
通
学
路
の
安
全
点
検
を

お
願
い
し
、
通
学
路
整
備
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納

▪問

　本
町
に
お
け
る
自
主
返
納

の
状
況
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
自
主
返
納
者
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
運
転
経

歴
証
明
書
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

も
ろ
バ
ス
に
１
年
間
無
料
で
乗

車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

鶴
舞
橋
の
安
全
対
策

▪問

　長
瀬
地
区
に
あ
る
鶴
舞
橋

は
幅
員
が
狭
く
、
過
去
に
事
故

が
発
生
し
て
い
る
が
、
安
全
対

策
を
伺
う
。

答
　
視
線
誘
導
表
示
や
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
な
ど
の
安
全
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。

整備が待たれる川角駅

「
協
働
の
町
づ
く
り｣

町
民
の
意
見
は
ど
う
反
映
さ
れ
る

井
上
町
政
の
現
状
は

答 

住
民
意
識
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る

答 

順
調
で
あ
る

▪問

　住
民
意
識
調
査
を
行
う
に
あ
た

り
、
人
口
の
減
少
や
経
済
的
な
衰
退

と
い
っ
た
町
の
厳
し
い
現
状
を
伝
え

る
事
も
大
切
で
あ
る
。
設
問
の
観
点

や
視
点
を
変
え
る
事
に
よ
り
、
町
民

意
識
に
変
化
を
促
す
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
住
民
と
行
政
を
つ
な
ぎ
、
幅
広
い

世
代
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
自
治
体

Ｐ
Ｒ
Ｍ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
町
の

考
え
を
伺
う
。

答
　
町
が
直
面
し
て
い
る
課
題
や
状

況
な
ど
を
適
切
に
住
民
に
情
報
提
供

し
、
行
政
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く

事
が
協
働
の
町
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
も
の
と
考
え
る
。
設
問
内
容
や
自

治
体
Ｐ
Ｒ
Ｍ
を
参
考
に
的
確
な
行
政

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
参
り
た
い
。

消
防
団
準
中
型
、
中
型
免
許
取
得
に

つ
い
て

▪問

　国
で
は
、
地
方
自
治
体
が
準
中

型
免
許
取
得
に
対
す
る
経
費
に
助
成

を
行
っ
た
場
合
、
助
成
額
の
一
定
額

割
を
支
援
す
る
事
を
決
定
し
た
。
町

の
対
応
を
伺
う
。

答
　
準
中
型
・
中
型
・
Ａ
Ｔ
限
定
解

除
に
か
か
る
費
用
の
１／２（
上
限
10

万
円
）を
補
助
す
る
予
算
を
計
上
し

た
。

町
が
考
え
る
流
鏑
馬
祭
の
位
置
付
け

と
は

▪問

　「観
光
の
核
は
流
鏑
馬
」
と
位

置
付
け
今
後
、
町
の
誇
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
確
立
し
支
援
す
る

お
考
え
が
あ
る
中
で
、
伝
統
文

化
の
継
承
と
観
光
事
業
を
ど
う

融
合
さ
せ
る
の
か
。

答
　
Ｐ
Ｒ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
来
場
者
の
為
の
環
境
作

り
を
側
面
か
ら
支
援
し
、
国
の

無
形
文
化
財
の
指
定
も
視
野
に

入
れ
、
講
座
な
ど
啓
発
活
動
を

展
開
し
て
参
り
た
い
。

▪問

　流
鏑
馬
を
行
う
上
で
、
金

銭
的
負
担
が
生
じ
る
各
地
区
へ

の
支
援
に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

答
　
後
継
者
育
成
に
か
か
る
経

費
の
助
成
金
活
用
を
進
め
る
。

全ての意見を見える化できる自治体やPRMの活用を！

下田　泰章平野　　隆
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表示
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意思
表示

意思
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▪問

　２
期
目
の
３
年
間
を
通
し
井
上

町
政
の
成
果
と
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
政
策
・
公
約
に
つ
い
て
は
、
１

期
目
か
ら
の
継
続
事
業
に
加
え
、
す

ぐ
に
・
２
年
以
内
・
継
続
的
に
成
果

を
お
見
せ
す
る
も
の
と
い
う
項
目
に

分
け
て
お
り
、
実
現
に
向
け
て
町
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
８

割
か
ら
９
割
近
く
に
お
い
て
町
民
皆

様
と
の
約
束
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

▪問

　こ
れ
か
ら
の
町
の
重
要
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
人
間
関
係
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
構
築
で
き
る
働

き
か
け
を
重
ん
じ
、
ハ
ー
ド
面
で
は

川
角
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
、
森
戸

橋
架
け
替
え
に
伴
う
西
大
久
保
地
区

の
交
差
点
改
良
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

通
学
路
に
つ
い
て

▪▪問

　学
校
の
通
学
路
で
危
険
な
経
路

は
あ
る
か
。

答
　
通
学
路
は
、
安
全
性
に
配
慮
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
路

側
帯
が
な
い
な
ど
、
改
善
が
求
め
ら

れ
る
箇
所
も
あ
る
。

▪問

　危
険
な
通
学
路
の
安
全
対
策
を

伺
う
。

答
　
５
年
に
１
度
、
学
校
・
保
育
園
・

幼
稚
園
等
に
通
学
路
の
安
全
点
検
を

お
願
い
し
、
通
学
路
整
備
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納

▪問

　本
町
に
お
け
る
自
主
返
納

の
状
況
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
自
主
返
納
者
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
運
転
経

歴
証
明
書
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

も
ろ
バ
ス
に
１
年
間
無
料
で
乗

車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

鶴
舞
橋
の
安
全
対
策

▪問

　長
瀬
地
区
に
あ
る
鶴
舞
橋

は
幅
員
が
狭
く
、
過
去
に
事
故

が
発
生
し
て
い
る
が
、
安
全
対

策
を
伺
う
。

答
　
視
線
誘
導
表
示
や
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
な
ど
の
安
全
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。

整備が待たれる川角駅

「
協
働
の
町
づ
く
り｣

町
民
の
意
見
は
ど
う
反
映
さ
れ
る

井
上
町
政
の
現
状
は

答 

住
民
意
識
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る

答 

順
調
で
あ
る

▪問

　住
民
意
識
調
査
を
行
う
に
あ
た

り
、
人
口
の
減
少
や
経
済
的
な
衰
退

と
い
っ
た
町
の
厳
し
い
現
状
を
伝
え

る
事
も
大
切
で
あ
る
。
設
問
の
観
点

や
視
点
を
変
え
る
事
に
よ
り
、
町
民

意
識
に
変
化
を
促
す
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
住
民
と
行
政
を
つ
な
ぎ
、
幅
広
い

世
代
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
自
治
体

Ｐ
Ｒ
Ｍ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
町
の

考
え
を
伺
う
。

答
　
町
が
直
面
し
て
い
る
課
題
や
状

況
な
ど
を
適
切
に
住
民
に
情
報
提
供

し
、
行
政
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く

事
が
協
働
の
町
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
も
の
と
考
え
る
。
設
問
内
容
や
自

治
体
Ｐ
Ｒ
Ｍ
を
参
考
に
的
確
な
行
政

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
参
り
た
い
。

消
防
団
準
中
型
、
中
型
免
許
取
得
に

つ
い
て

▪問

　国
で
は
、
地
方
自
治
体
が
準
中

型
免
許
取
得
に
対
す
る
経
費
に
助
成

を
行
っ
た
場
合
、
助
成
額
の
一
定
額

割
を
支
援
す
る
事
を
決
定
し
た
。
町

の
対
応
を
伺
う
。

答
　
準
中
型
・
中
型
・
Ａ
Ｔ
限
定
解

除
に
か
か
る
費
用
の
１／２（
上
限
10

万
円
）を
補
助
す
る
予
算
を
計
上
し

た
。

町
が
考
え
る
流
鏑
馬
祭
の
位
置
付
け

と
は

▪問

　「観
光
の
核
は
流
鏑
馬
」
と
位

置
付
け
今
後
、
町
の
誇
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
確
立
し
支
援
す
る

お
考
え
が
あ
る
中
で
、
伝
統
文

化
の
継
承
と
観
光
事
業
を
ど
う

融
合
さ
せ
る
の
か
。

答
　
Ｐ
Ｒ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
来
場
者
の
為
の
環
境
作

り
を
側
面
か
ら
支
援
し
、
国
の

無
形
文
化
財
の
指
定
も
視
野
に

入
れ
、
講
座
な
ど
啓
発
活
動
を

展
開
し
て
参
り
た
い
。

▪問

　流
鏑
馬
を
行
う
上
で
、
金

銭
的
負
担
が
生
じ
る
各
地
区
へ

の
支
援
に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

答
　
後
継
者
育
成
に
か
か
る
経

費
の
助
成
金
活
用
を
進
め
る
。

全ての意見を見える化できる自治体やPRMの活用を！

下田　泰章平野　　隆
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教員の勤務時間　　１日７時間45分
　授業時間　１時限は小学校45分　中学校50分
　授業準備　授業１時間につき約１時間（国の考え）
　小学校の場合
　　１日４時限とすると
　　授業時間は（45分）×４時限＝180分＝３時間…①
　　授業準備時間は３時間…②
　　①＋②＝６時間
　　７時間45分−６時間＝１時間45分

（生徒と向き合う時間　他）

現在の毛呂山町の小中学校の時限数は、５〜６時限／日と
なっている。

これまでの二学期制

毛呂山町新三学期制

▪問

　16
年
の
全
国
教
員
勤
務
実
態
調

査
で
、
教
員
の
勤
務
時
間
が
平
日
平

均
12
時
間
と
、
06
年
の
実
態
調
査
の

11
時
間
22
分
よ
り
も
伸
び
て
い
ま
し

た
が
毛
呂
山
町
で
は
ど
う
で
し
た
か
。

答
　
16
年
６
月
と
11
月
で
の
調
査
で

小
学
校
で
10
時
間
16
分
、
９
時
間
58

分
。
中
学
校
で
10
時
間
54
分
、
11
時

間
２
分
と
、
全
国
平
均
よ
り
若
干
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

▪問

　

｢

中
間
ま
と
め｣

で
は
、
教
員
の

長
時
間
勤
務
是
正
の
た
め
業
務
仕
分

け
を
し
て
い
ま
す
が
、
教
員
が
授
業

準
備
と
子
ど
も
に
向
き
合
う
こ
と
に

集
中
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
。

答
　
授
業
準
備
、
授
業
改
善
の
た
め

の
教
材
研
究
、
子
ど
も
に
寄
り
添
い

向
き
合
う
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る

こ
と
は
望
ま
し
い
学
校
の
あ
り
方
と

考
え
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
指
導
、

保
護
者
対
応
、
各
種
調
査
等
、
教
員

の
業
務
は
多
岐
に
渡
り
、
教
員
の
長

時
間
勤
務
の
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▪問

　教
員
の
長
時
間
勤
務
の
要
因
に

学
習
指
導
要
領
の
改
定
で
02
年
に
比

べ
11
年
は
授
業
数
が
２
７
８
増
え
て

い
る
が
、
そ
れ
に
見
合
う
教
員
を
政

府
が
増
や
さ
な
か
っ
た
こ
と
。
日
本

教
育
新
聞
は
全
国
市
区
町
村
教
育
長

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

教
員
定
数
増
が
圧
倒
的
に
多
い
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
　
教
員
は
高
い
専
門
性
、
巾

広
い
業
務
、
事
務
を
担
っ
て
い

ま
す
が
現
状
は
限
界
も
見
え
て

き
て
い
ま
す
。
学
校
に
お
け
る

働
き
方
対
策
と
し
て
教
員
定
数

増
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
参
加
し
た

教
育
長
の
97
％
が
望
ん
で
い
る

こ
と
は
私
も
理
解
で
き
ま
す
。

埼
玉
県
教
育
長
会
、
同
教
育
委

員
会
又
全
国
市
町
村
教
育
長
会

等
を
通
じ
、
学
級
編
成
基
準
及

び
教
職
員
定
数
の
改
善
を
国
に

強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

▪問

　平
成
７
年
12
月
第
４
回
の
議
会

定
例
会
か
ら
、連
続
90
回
、７
２
４
問

の
通
告
数
の
一
般
質
問
。
平
成
29
年

度
の
教
育
費
の
内
、
小
学
校
費
・
中

学
校
費
の
予
算
執
行
の
ご
所
見
は
。

答
　
毛
呂
山
小
の
校
舎
天
井
工
事
・

毛
呂
山
中
の
体
育
館
改
修
工
事
設
計
・

川
角
中
の
体
育
館
大
規
模
改
造
工
事

等
を
実
施
。
元
気
の
あ
る
学
校
づ
く

り
委
嘱
事
業
・
学
力
向
上
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
等
に
取
り
組
む
。

▪問

　平
成
29
年
度
の
少
子
化
対
策
・

子
育
て
支
援
対
策
の
ご
所
見
は
。

答
　
児
童
手
当
・
子
ど
も
医
療
費
支

給
・
不
妊
治
療
費
助
成
・
不
妊
検
査

費
助
成
等
実
施
。
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
相
談
業
務
を
実
施
。

▪問

　県
の
彩
の
市
町
村
愛
着
連
携
事

業
は
、
新
し
い
人
の
流
れ
や
地
域
振

興
を
展
開
し
て
い
く
事
が
主
眼
点
と

考
え
る
。
本
町
で
も
人
口
減
少
問
題

が
重
要
課
題
で
あ
る
為
、
地
方
創
生

の
取
り
組
み
の
中
で
も
町
と
し
て
、

積
極
的
に
行
動
を
起
こ
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。本
町
に
は
、大
学
病
院
・

く
ら
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
も
ろ
ハ
ピ
ネ
ス

館
な
ど
の
医
療
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
上
で
、
魅
力
あ
る
施
設

が
存
在
す
る
。
今
後
、
東
京
23
区
と

の
地
域
間
交
流
が
、
生
涯
活
躍
の
ま

ち
構
想
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
が
、

ご
見
解
は
。

答
　
進
め
て
い
き
た
い
。

▪▪問

　第
４
期
障
害
福
祉
計
画
は

今
年
度
末
終
了
。
評
価
改
善
は
。

答
　
自
立
に
は
、
就
労
に
必
要

な
能
力
開
発
の
支
援
と
受
入
企

業
の
開
拓
、
雇
用
促
進
に
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

▪問

　第
６
期
高
齢
者
総
合
計
画
、

今
年
度
末
終
了
。
評
価
改
善
は
。

答
　
医
療
と
介
護
の
連
携
の
要

と
な
る
相
談
拠
点
を
、
く
ら
し

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
も
ろ
ハ
ピ
ネ
ス

館
内
に
設
置
し
、
住
民
や
医
療・

介
護
の
関
係
者
か
ら
の
相
談
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

児童生徒の学力向上、更なる充実を

牧瀬　　明 小峰　明雄

中
央
教
育
審
議
会
の｢

中
間
ま
と
め｣

に
つ
い
て

答 

学
校
に
お
け
る
教
員
の
働
き
方
改
革

29
年
度
、開
始
し
た
新
３
学
期
制
は

答 
保
護
者
か
ら
は
、よ
い
評
価
を
受
け
る
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▪問

　平
成
の
大
合
併
で
近
隣
で
は
大

き
な
動
き
は
な
く
、
人
口
減
少
が
進

み
財
政
状
況
も
よ
り
厳
し
く
な
る
。

自
治
体
間
競
争
に
も
打
ち
勝
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
合
併
の
気

運
が
な
い
の
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
平
成
大
合
併
時
に
は
特
例
債
も

あ
り
、
現
在
で
は
そ
れ
が
な
く
合
併

の
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

▪問

　毛
呂
山
町
と
近
隣
２
町
の
３
町

が
合
併
し
た
場
合
、
約
６
万
人
の
人

口
と
な
り
、『
市
』
に
な
る
条
件
・
規

定
さ
れ
た
要
件
を
ク
リ
ア
出
来
る
。

近
隣
で
は
日
高
市
が
5
・
7
万
人
で

参
考
と
な
り
、
日
高
市
の
議
員
数
は

18
人
、
３
町
合
併
案
で
は
議
員
数
は

38
人
、
倍
以
上
の
人
数
で
あ
る
。
役

場
職
員
を
減
ら
す
事
は
出
来
な
い
が

議
員
数
を
半
分
に
減
ら
す
こ
と
は
出

来
る
。
1
年
間
で
約
１
億
円
は
経
費

削
減
で
き
る
。３
町
は
消
防・下
水
道・

斎
場
な
ど
組
合
が
共
通
で
あ
る
。

答
　
３
町
で
一
番
人
口
が
多
い
の
は

毛
呂
山
町
で
あ
り
、
２
町
は
吸
収
さ

れ
る
形
に
な
り
受
け
入
れ
が
た
い
と

考
え
る
方
々
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。

３
町
は
一
部
事
務
組
合
も
一
緒
、
生
活

圏
も
一
致
し
て
い
る
た
め
合
併
に
向

け
て
の
壁
は
高
く
は
無
い
よ
う
に
考

え
る
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
が
進
む
中
、
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
を
調
査
研
究
し
、
民
意
を
最

優
先
に
考
え
て
い
き
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
に
つ
い
て

▪問

　子
育
て
講
演
会
で｢

い
の

ち
の
教
室｣

の
中
で
小
学
校
高

学
年
段
階
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
必
要

性
に
つ
い
て
同
感
し
た
が
。

答
　
自
他
の
生
命
を
守
る
こ
と

は
学
校
教
育
の
根
幹
。
学
校
環

境
等
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て

い
る｢

地
域
を
つ
な
ぎ『
い
の
ち
』

輝
く
日
本
一
の
学
校
を
め
ざ
し

て｣

と
し
て
計
画
し
て
い
る
。

実
技
を
通
し
た
教
育
が
出
来
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

人口減少＋経費削減➡合併は必然

▪問

　子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
創
造
に

向
け
て
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
推
進
し
て
行
く
た
め
の
仕
組

み
と
し
て
「
学
校
評
議
員
制
度
」
が

あ
り
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
す
。
学

校
評
議
員
会
及
び
学
校
応
援
団
の
現

状
と
課
題
及
び
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
学
校
評
議
員
に
は
、
よ
り
良
い

学
校
経
営
に
つ
い
て
の
方
向
性
や
指

導
助
言
を
頂
い
て
い
る
。
学
校
応
援

団
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
各
団
体

と
の
連
携
に
よ
り
立
哨
指
導
、
校
内

緑
化
、
お
や
じ
の
会
等
、
学
校
へ
の

具
体
的
な
指
導
を
頂
い
て
い
る
。
課

題
は
地
域
人
材
を
確
保
す
る
事
で
す
。

▪問

　人
材
確
保
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
学
校
評

議
員
や
学
校
応
援
団
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
引
き
受
け
手
が
不
足
し
て
い

る
が
、
多
く
の
地
域
の
方
々
に
学
校

を
理
解
頂
く
た
め
に
、
地
域
に
広
く

公
開
し
、
拓
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

行
う
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

▪問

　地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り

と
あ
る
が
具
体
的
な
施
策
を
伺
う
。

答
　
現
在
も
取
組
ん
で
い
る
活
動
を

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
、
地
域
人
材

の
活
用
を
積
極
的
に
始
め
た
い
。

通
学
路
の
安
全
確
保

▪問
　通
学
路
安
全
検
討
委
員
会

の
設
置
状
況
と
内
容
を
伺
う
。

答
　
通
学
路
安
全
検
討
委
員
会

は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ

に
準
ず
る
組
織
で
毎
年
情
報
交

換
会
を
行
っ
て
い
る
。

▪問
　点
検
後
の
緊
急
な
対
策
は
。

答
　
随
時
、
必
要
に
応
じ
て
道

路
を
所
管
す
る
関
係
機
関
に
対

し
て
改
善
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

▪問
　歩
道
や
路
肩
、
沿
道
の
繁

茂
し
た
雑
草
に
よ
る
安
全
対
策

は
必
要
と
思
う
が
如
何
か
。

答
　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
通
報

箇
所
の
現
地
確
認
、
職
員
に
よ

る
除
草
作
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

多くの価値を持つコミュニティ・スクール（文科省資料）

澤田　　巌 千葉三津子

３
町
合
併
は
自
治
体
の
経
費
削
減
に
繋
が
る

答 

将
来
像
と
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
の
共
有
が
必
要

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
！

答 

積
極
的
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
く
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▪問

　平
成
の
大
合
併
で
近
隣
で
は
大

き
な
動
き
は
な
く
、
人
口
減
少
が
進

み
財
政
状
況
も
よ
り
厳
し
く
な
る
。

自
治
体
間
競
争
に
も
打
ち
勝
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
合
併
の
気

運
が
な
い
の
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
平
成
大
合
併
時
に
は
特
例
債
も

あ
り
、
現
在
で
は
そ
れ
が
な
く
合
併

の
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

▪問

　毛
呂
山
町
と
近
隣
２
町
の
３
町

が
合
併
し
た
場
合
、
約
６
万
人
の
人

口
と
な
り
、『
市
』
に
な
る
条
件
・
規

定
さ
れ
た
要
件
を
ク
リ
ア
出
来
る
。

近
隣
で
は
日
高
市
が
5
・
7
万
人
で

参
考
と
な
り
、
日
高
市
の
議
員
数
は

18
人
、
３
町
合
併
案
で
は
議
員
数
は

38
人
、
倍
以
上
の
人
数
で
あ
る
。
役

場
職
員
を
減
ら
す
事
は
出
来
な
い
が

議
員
数
を
半
分
に
減
ら
す
こ
と
は
出

来
る
。
1
年
間
で
約
１
億
円
は
経
費

削
減
で
き
る
。３
町
は
消
防・下
水
道・

斎
場
な
ど
組
合
が
共
通
で
あ
る
。

答
　
３
町
で
一
番
人
口
が
多
い
の
は

毛
呂
山
町
で
あ
り
、
２
町
は
吸
収
さ

れ
る
形
に
な
り
受
け
入
れ
が
た
い
と

考
え
る
方
々
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。

３
町
は
一
部
事
務
組
合
も
一
緒
、
生
活

圏
も
一
致
し
て
い
る
た
め
合
併
に
向

け
て
の
壁
は
高
く
は
無
い
よ
う
に
考

え
る
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
が
進
む
中
、
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
を
調
査
研
究
し
、
民
意
を
最

優
先
に
考
え
て
い
き
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
に
つ
い
て

▪問

　子
育
て
講
演
会
で｢

い
の

ち
の
教
室｣

の
中
で
小
学
校
高

学
年
段
階
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
必
要

性
に
つ
い
て
同
感
し
た
が
。

答
　
自
他
の
生
命
を
守
る
こ
と

は
学
校
教
育
の
根
幹
。
学
校
環

境
等
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て

い
る｢

地
域
を
つ
な
ぎ『
い
の
ち
』

輝
く
日
本
一
の
学
校
を
め
ざ
し

て｣

と
し
て
計
画
し
て
い
る
。

実
技
を
通
し
た
教
育
が
出
来
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

人口減少＋経費削減➡合併は必然

▪問

　子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
創
造
に

向
け
て
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
推
進
し
て
行
く
た
め
の
仕
組

み
と
し
て
「
学
校
評
議
員
制
度
」
が

あ
り
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
す
。
学

校
評
議
員
会
及
び
学
校
応
援
団
の
現

状
と
課
題
及
び
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
学
校
評
議
員
に
は
、
よ
り
良
い

学
校
経
営
に
つ
い
て
の
方
向
性
や
指

導
助
言
を
頂
い
て
い
る
。
学
校
応
援

団
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
各
団
体

と
の
連
携
に
よ
り
立
哨
指
導
、
校
内

緑
化
、
お
や
じ
の
会
等
、
学
校
へ
の

具
体
的
な
指
導
を
頂
い
て
い
る
。
課

題
は
地
域
人
材
を
確
保
す
る
事
で
す
。

▪問

　人
材
確
保
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
学
校
評

議
員
や
学
校
応
援
団
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
引
き
受
け
手
が
不
足
し
て
い

る
が
、
多
く
の
地
域
の
方
々
に
学
校

を
理
解
頂
く
た
め
に
、
地
域
に
広
く

公
開
し
、
拓
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

行
う
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

▪問

　地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り

と
あ
る
が
具
体
的
な
施
策
を
伺
う
。

答
　
現
在
も
取
組
ん
で
い
る
活
動
を

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
、
地
域
人
材

の
活
用
を
積
極
的
に
始
め
た
い
。

通
学
路
の
安
全
確
保

▪問
　通
学
路
安
全
検
討
委
員
会

の
設
置
状
況
と
内
容
を
伺
う
。

答
　
通
学
路
安
全
検
討
委
員
会

は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ

に
準
ず
る
組
織
で
毎
年
情
報
交

換
会
を
行
っ
て
い
る
。

▪問
　点
検
後
の
緊
急
な
対
策
は
。

答
　
随
時
、
必
要
に
応
じ
て
道

路
を
所
管
す
る
関
係
機
関
に
対

し
て
改
善
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

▪問
　歩
道
や
路
肩
、
沿
道
の
繁

茂
し
た
雑
草
に
よ
る
安
全
対
策

は
必
要
と
思
う
が
如
何
か
。

答
　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
通
報

箇
所
の
現
地
確
認
、
職
員
に
よ

る
除
草
作
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

多くの価値を持つコミュニティ・スクール（文科省資料）

澤田　　巌 千葉三津子

３
町
合
併
は
自
治
体
の
経
費
削
減
に
繋
が
る

答 

将
来
像
と
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
の
共
有
が
必
要

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
！

答 

積
極
的
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
く
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▪問

　平
成
30
年
度
予
算
編
成
に
あ
た

り
特
に
留
意
し
た
点
は
。

答
　
平
成
30
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
費
用
対

効
果
の
観
点
か
ら
優
先
順
位
に
基
づ

く
事
務
事
業
の
選
択
を
行
っ
た
。
特

に
町
の
重
要
課
題
で
あ
る
少
子
高
齢

化
対
策
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

そ
し
て
、
生
活
道
路
の
整
備
や
時
代

を
担
う
子
供
達
の
教
育
環
境
の
整
備

等
に
重
点
的
に
予
算
配
分
し
た
。

▪問

　歳
入
に
お
け
る
町
税
、
基
金
、

起
債
に
つ
い
て
本
年
度
特
に
着
目
す

べ
き
点
は
。

答
　
町
税
は
約
34
億
８
千
万
円
で
前

年
度
よ
り
約
６
千
万
円
、
率
に
し
て

１
・
７
％
減
額
し
て
い
る
。

基
金
に
つ
い
て
は
財
政
調
整
基
金
か

ら
２
億
５
千
万
円
、
公
共
整
備
基
金

か
ら
９
千
万
円
繰
り
入
れ
て
い
る
。

起
債
に
つ
い
て
は
事
業
債
と
し
て
２

億
３
千
万
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
に

つ
い
て
は
４
億
６
千
万
円
を
借
り
入

れ
て
い
る
。

▪問

　先
日
の
読
売
新
聞
に
県
予
算
総

額
を
家
計
に
例
え
、
平
均
的
一
般
家

庭
の
家
計
費
４
２
１
万
円
で
表
し
て

い
た
。
町
の
予
算
95
億
９
千
万
円
を

平
均
的
一
般
家
庭
の
家
計
費
４
２
１

万
円
で
表
す
と
お
父
さ
ん
の
稼
ぎ
は

幾
ら
か
。

答
　
町
税
を
お
父
さ
ん
の
給
与
と
し

て
表
す
と
１
９
９
万
円
に
な
る
。

▪問

　家
計
費
が
４
２
１
万
円
必

要
な
の
に
、
給
与
が
１
９
９
万

円
し
か
な
い
。
町
の
財
政
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
だ
。
本
年
度

の
歳
入
に
お
い
て
町
税
が
１
・

７
％
減
額
し
て
い
る
原
因
は
。

答
　
土
地
価
格
の
下
落
に
よ
り

固
定
資
産
税
が
減
少
し
て
い
る
。

▪問

　立
地
適
正
化
計
画
の
資
料

に
よ
れ
ば
平
成
25
年
度
の
町
民

一
人
当
た
り
の
町
税
は
県
下
ワ
ー

ス
ト
４
位
、
固
定
資
産
税
は
ワ

ー
ス
ト
２
位
で
あ
る
が
事
実
か
。

答
　
平
成
26
年
度
決
算
に
よ
る

と
そ
の
よ
う
な
ラ
ン
ク
で
あ
る
。

町の財政を一般家庭に置き換えたグラフ

▪問

　地
権
者
が
相
続
な
ど
の
関
係
で

地
元
に
居
な
く
て
、
耕
作
も
管
理
も

さ
れ
て
い
な
い
農
地
に
お
い
て
は
、

町
は
ど
う
対
処
し
て
い
る
の
か
。

答
　
地
権
者
の
意
思
を
確
認
し
た
上

で
、
管
理
の
難
し
い
農
地
に
対
し
て

は
農
地
の
斡
旋
等
に
よ
り
担
い
手
へ

の
農
地
の
集
積
を
推
進
し
て
い
る
。

▪問

　今
後
い
か
に
し
て
遊
休
農
地
を

減
ら
す
の
か
、
町
の
施
策
を
伺
う
。

答
　
当
町
の
農
業
事
情
を
考
え
る
と
、

農
業
の
担
い
手
、
後
継
者
の
不
足
が

一
番
の
課
題
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
新
規
就
農
者
の
確
保
や
育

成
を
行
う
為
に
、
関
係
機
関
と
協
力

し
な
が
ら
、
研
修
圃ほ
じ
ょ
う場

地
や
指
導
者

の
紹
介
、
就
農
に
か
か
る
資
金
補
助

制
度
の
周
知
等
支
援
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
将
来
の
農
地
利
用
の

在
り
方
を
示
す｢

人
、
農
地
プ
ラ
ン｣

を
活
用
し
、
地
区
の
農
地
の
現
状
を

踏
ま
え
た
上
で
、
地
区
合
意
の
も
と

に
担
い
手
を
確
保
し
、
農
地
の
集
約

等
を
積
極
的
に
勧
め
て
い
く
事
が
今

後
の
農
地
利
用
推
進
を
図
る
上
で
も

大
き
な
方
策
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
将
来
は

▪問

　小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、
給
食
セ
ン
タ

ー
も｢

将
来
の
在
り
方｣

を
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
莫
大
な
経
費
を

か
け
て
建
設
し
た
給
食
セ
ン
タ

ー
の
活
用
策
を
伺
う
。

答
　
文
部
科
学
省
の
補
助
金
に

よ
り
建
設
し
た
た
め
、
公
立
の

学
校
以
外
に
は
使
用
で
き
な
い

規
制
が
あ
り
ま
す
。

▪▪問

　東
京
都
調
布
市
で
は
児
童

と
高
齢
者
の
交
流
の
一
環
と
し

て
、
ふ
れ
あ
い
活
動
の
後
、
学

校
給
食
を
一
緒
に
食
べ
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
当
町
で
も
そ
の

よ
う
な
事
業
は
あ
る
か
。

答
　
高
齢
者
支
援
課
で
は
、
世

代
間
交
流
事
業
を
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
活
動
終
了
後
、
給
食

を
一
緒
に
食
べ
る
内
容
で
す
。

活用されていない農地

高橋　達夫

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
編
成
の
留
意
点
は

答 

費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
優
先
順
位
に
基
づ
き
事
業
選
択
を
行
っ
た

遊
休
農
地（
耕
作
放
棄
地
）の
現
状
に
つ
い
て

答 
農
業
の
担
い
手
、後
継
者
の
不
足
が
一
番
の
課
題

村田忠次郎
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

①89.4%
②82.4%

③55.3%（N＝85）
④44.7%

⑤4.7%

■①求めやすい価格であるか

■②品質に見合った価格であるか

■③同一地域に所在する学校の制服の価格と著しく乖離していないか

■④以前の仕様の制服と同じような価格であるか

■⑤販売店の利益を考慮しているか

▪問

　町
内
中
学
校
２
校
の
入
学
時
に

か
か
る
費
用
は
。

答
　
毛
呂
山
中
男
子
６
万
２
６
１
８

円
、
女
子
６
万
８
２
３
４
円
。
川
角

中
男
子
５
万
６
９
０
円
、
女
子
４
万

４
７
３
０
円
で
す
。

▪問

　町
内
の
２
校
で
女
子
の
制
服
を

比
較
す
る
と
２
万
４
千
円
も
の
差
が

生
じ
て
い
る
。
以
前
に
も
金
額
の
格

差
の
解
消
に
つ
い
て
質
問
し
た
経
緯

が
あ
る
が
そ
の
後
検
証
は
さ
れ
た
か
。

答
　
現
在
、
制
服
に
つ
い
て
、
両
校

に
お
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
会
・
運
営
委

員
会
、
学
校
評
価
、
保
護
者
会
等
に

お
い
て
、
意
見
や
要
望
は
出
て
い
な

い
。
今
後
と
も
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
の
視
点
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
参

り
た
い
。

要
望

　ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
全
保
護
者

に
意
見
を
聞
き
調
査
し
て
頂
き
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
個
所

▪問

　現
在
本
町
の
小
中
学
校
で
は
屋

内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

休
日
・
夜
間
に
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
緊
急
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
が
不
可
能
。
屋
外
に
設
置
は

い
か
が
か
。

答
　
各
小
中
学
校
に
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
職
員
室
や
保
健
室
に
置
い
て
あ
る

た
め
夜
間
体
育
館
の
利
用
者
は
使
用

が
不
可
能
。
今
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
運
用

や
増
設
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

子
育
て
支
援

▪問

　政
府
は
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
申
請
手
続
き
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
24
時
間
ど
こ
で
も

申
請
で
き
る
子
育
て
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
仕
組
み

を
作
っ
た
が
本
町
で
は
い
か
が

か
。

答
　
現
在
本
町
の
子
育
て
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
サ
ー
ビ

ス
検
索
ま
で
が
可
能
。
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
に
つ
い
て
は
平
成
30

年
度
の
早
い
時
期
に
対
応
す
る

予
定
で
準
備
し
て
い
る
。

学校が制服の販売価格の決定に関与する際に重視する点

▪問

　

｢

政
治
倫
理
条
例
は
議
員
が
作

っ
た
も
の
で
、
町
執
行
部
か
ら
の
も

の
で
は
な
い｣

と
の
答
弁
だ
が
、
誤

解
を
生
む
。
広
告
式
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
政
治
倫
理
条
例
を
公
布
す
る

最
高
責
任
者
は
誰
な
の
か
。

答
　
こ
の
条
例
を
公
布
す
る
と
き
に

町
長
が
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
よ
り
条
例
が
確
定
し
、
効
力

が
生
じ
る
。

▪問

　町
長
は
、
12
月
議
会
で｢

入
札

に
当
た
っ
て
契
約
は
私
で
、
入
札
と

契
約
は
違
う
。
町
民
は
誤
解
し
て
い

る｣

と
発
言
し
た
が
、
責
任
逃
れ
に

聞
こ
え
る
。
指
名
選
定
の
最
高
責
任

者
は
誰
な
の
か
。

答
　
事
務
決
裁
規
則
で
は
、
３
０
０

万
円
以
上
の
指
名
は
町
長
の
決
裁
で

あ
る
。

▪問

　昨
年
、
町
民
に
公
表
さ
れ
た
政

治
倫
理
審
査
報
告
は
、
議
員
関
係
企

業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下

し
て
い
る
の
か
。

答
　
努
力
義
務
に
違
反
し
て
い
る
。

▪問

　木
屋
平
村
の
最
高
裁
判
例
に
よ

り
訴
訟
リ
ス
ク
が
生
じ
る
と
あ
る
が
、

村
が
理
由
も
な
く
、
恣し

意い

的て
き

に
排
除
し

た
た
め
敗
訴
し
た
。
ま
っ
た
く
比
較
外

の
事
件
だ
。
木
屋
平
村
で
は
２
親
等
規

制
が
争
わ
れ
た
事
件
だ
っ
た
の
か
。

答
　
２
親
等
規
制
に
つ
い
て
の
判
例

で
は
な
い
。

▪問

　最
高
裁
が
、２
親
等
規
制

は
憲
法
違
反
で
は
な
い
と
判
決

し
た
。
い
か
な
る
事
情
で
も
２

親
等
内
企
業
の
辞
退
届
未
提
出

は
義
務
規
定
違
反
だ
。
入
札
制

限〔
排
除
〕す
る
こ
と
は
憲
法
違

反
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
辞

退
届
を
出
さ
な
け
れ
ば
Ｏ
Ｋ
だ

と
い
う
こ
と
を
特
定
企
業
に
奨

励
し
て
い
く
の
か
。

答
　
今
後
も
、
法
令
、
判
例
を

遵
守
し
、
執
行
し
て
い
く
。

▪問

　下
水
道
工
事
入
札
で
指
名

を
見
直
す
よ
う
指
示
し
た
か
。

答
　
指
名
し
な
い
と
差
別
的
に

な
る
の
で
見
直
し
を
指
示
し
た
。

指名見直しが行われた毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合

荒木かおる 長瀬　　衛

制
服
の
価
格
差
の
解
消
を

答 

研
究
し
て
参
り
た
い

下
水
道
工
事
で
指
名
を
見
直
し
た
２
親
等
内
企
業
が
落
札
し
た

答 

指
名
し
な
い
と
差
別
的
に
な
る
の
で
見
直
し
を
指
示
し
た
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

①89.4%
②82.4%

③55.3%（N＝85）
④44.7%

⑤4.7%

■①求めやすい価格であるか

■②品質に見合った価格であるか

■③同一地域に所在する学校の制服の価格と著しく乖離していないか

■④以前の仕様の制服と同じような価格であるか

■⑤販売店の利益を考慮しているか

▪問

　町
内
中
学
校
２
校
の
入
学
時
に

か
か
る
費
用
は
。

答
　
毛
呂
山
中
男
子
６
万
２
６
１
８

円
、
女
子
６
万
８
２
３
４
円
。
川
角

中
男
子
５
万
６
９
０
円
、
女
子
４
万

４
７
３
０
円
で
す
。

▪問

　町
内
の
２
校
で
女
子
の
制
服
を

比
較
す
る
と
２
万
４
千
円
も
の
差
が

生
じ
て
い
る
。
以
前
に
も
金
額
の
格

差
の
解
消
に
つ
い
て
質
問
し
た
経
緯

が
あ
る
が
そ
の
後
検
証
は
さ
れ
た
か
。

答
　
現
在
、
制
服
に
つ
い
て
、
両
校

に
お
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
会
・
運
営
委

員
会
、
学
校
評
価
、
保
護
者
会
等
に

お
い
て
、
意
見
や
要
望
は
出
て
い
な

い
。
今
後
と
も
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
の
視
点
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
参

り
た
い
。

要
望

　ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
全
保
護
者

に
意
見
を
聞
き
調
査
し
て
頂
き
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
個
所

▪問

　現
在
本
町
の
小
中
学
校
で
は
屋

内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

休
日
・
夜
間
に
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
緊
急
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
が
不
可
能
。
屋
外
に
設
置
は

い
か
が
か
。

答
　
各
小
中
学
校
に
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
職
員
室
や
保
健
室
に
置
い
て
あ
る

た
め
夜
間
体
育
館
の
利
用
者
は
使
用

が
不
可
能
。
今
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
運
用

や
増
設
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

子
育
て
支
援

▪問

　政
府
は
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
申
請
手
続
き
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
24
時
間
ど
こ
で
も

申
請
で
き
る
子
育
て
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
仕
組
み

を
作
っ
た
が
本
町
で
は
い
か
が

か
。

答
　
現
在
本
町
の
子
育
て
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
サ
ー
ビ

ス
検
索
ま
で
が
可
能
。
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
に
つ
い
て
は
平
成
30

年
度
の
早
い
時
期
に
対
応
す
る

予
定
で
準
備
し
て
い
る
。

学校が制服の販売価格の決定に関与する際に重視する点

▪問

　

｢

政
治
倫
理
条
例
は
議
員
が
作

っ
た
も
の
で
、
町
執
行
部
か
ら
の
も

の
で
は
な
い｣

と
の
答
弁
だ
が
、
誤

解
を
生
む
。
広
告
式
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
政
治
倫
理
条
例
を
公
布
す
る

最
高
責
任
者
は
誰
な
の
か
。

答
　
こ
の
条
例
を
公
布
す
る
と
き
に

町
長
が
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
よ
り
条
例
が
確
定
し
、
効
力

が
生
じ
る
。

▪問

　町
長
は
、
12
月
議
会
で｢

入
札

に
当
た
っ
て
契
約
は
私
で
、
入
札
と

契
約
は
違
う
。
町
民
は
誤
解
し
て
い

る｣

と
発
言
し
た
が
、
責
任
逃
れ
に

聞
こ
え
る
。
指
名
選
定
の
最
高
責
任

者
は
誰
な
の
か
。

答
　
事
務
決
裁
規
則
で
は
、
３
０
０

万
円
以
上
の
指
名
は
町
長
の
決
裁
で

あ
る
。

▪問

　昨
年
、
町
民
に
公
表
さ
れ
た
政

治
倫
理
審
査
報
告
は
、
議
員
関
係
企

業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下

し
て
い
る
の
か
。

答
　
努
力
義
務
に
違
反
し
て
い
る
。

▪問

　木
屋
平
村
の
最
高
裁
判
例
に
よ

り
訴
訟
リ
ス
ク
が
生
じ
る
と
あ
る
が
、

村
が
理
由
も
な
く
、
恣し

意い

的て
き

に
排
除
し

た
た
め
敗
訴
し
た
。
ま
っ
た
く
比
較
外

の
事
件
だ
。
木
屋
平
村
で
は
２
親
等
規

制
が
争
わ
れ
た
事
件
だ
っ
た
の
か
。

答
　
２
親
等
規
制
に
つ
い
て
の
判
例

で
は
な
い
。

▪問

　最
高
裁
が
、２
親
等
規
制

は
憲
法
違
反
で
は
な
い
と
判
決

し
た
。
い
か
な
る
事
情
で
も
２

親
等
内
企
業
の
辞
退
届
未
提
出

は
義
務
規
定
違
反
だ
。
入
札
制

限〔
排
除
〕す
る
こ
と
は
憲
法
違

反
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
辞

退
届
を
出
さ
な
け
れ
ば
Ｏ
Ｋ
だ

と
い
う
こ
と
を
特
定
企
業
に
奨

励
し
て
い
く
の
か
。

答
　
今
後
も
、
法
令
、
判
例
を

遵
守
し
、
執
行
し
て
い
く
。

▪問

　下
水
道
工
事
入
札
で
指
名

を
見
直
す
よ
う
指
示
し
た
か
。

答
　
指
名
し
な
い
と
差
別
的
に

な
る
の
で
見
直
し
を
指
示
し
た
。

指名見直しが行われた毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合

荒木かおる 長瀬　　衛

制
服
の
価
格
差
の
解
消
を

答 

研
究
し
て
参
り
た
い

下
水
道
工
事
で
指
名
を
見
直
し
た
２
親
等
内
企
業
が
落
札
し
た

答 

指
名
し
な
い
と
差
別
的
に
な
る
の
で
見
直
し
を
指
示
し
た
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毛呂山町フォトグランプリより
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撮影者　中庭妙子さん　
撮影場所 毛呂山町長瀬
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副
町
長

　加
藤

　勉

　氏

　
　昭
和
28
年
７
月
生

　
　毛
呂
山
町
岩
井
西

教
育
委
員
会
委
員

　清
水

　宅
郎

　氏

　
　昭
和
27
年
12
月
生

　
　毛
呂
山
町
下
川
原住民福祉向上の重点指向へ

　作本 孝さん

　毛呂山町も抱える少子高齢
化問題。
　社会保障の充実や、多様な
生活形態のある中での町民本
位の施策など、様々な課題が
山積しています。限られた予算の中で、そのすべて
の施策を行うことは難しく、実現までにはかなりの
時間を要します。そこで何よりも先ず、ここ毛呂山
町での暮らしに、町民一人ひとりが幸せを実感でき
るよう住民福祉向上の増進に絞った取組みを期待致
します。そのためには我々町民自身も、どう町に参
画し寄与していけば良いか、共に考え歩んでいくこ
とが、町民一体となった町づくりの基本であり、最
も大切な事と考えます。どうか町民の目線に立った
町づくりを、町長はじめ町議員の皆様に切に願い、
心よりのご奮闘を祈念致します。

人

　事

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

　小
峰

　裕
次

　氏

　
　昭
和
31
年
９
月
生

　
　毛
呂
山
町
岩
井
西

農
業
委
員
会
委
員

　波
田

　二
三
雄

　氏

　
　昭
和
22
年
６
月
生

　
　毛
呂
山
町
葛
貫

　渡
邊

　五
十
男

　氏

　
　昭
和
18
年
９
月
生

　
　毛
呂
山
町
市
場

　浅
見

　秀
治

　氏

　
　昭
和
19
年
７
月
生

　
　毛
呂
山
町
西
戸

　大
野

　謙
一

　氏

　
　昭
和
36
年
11
月
生

　
　毛
呂
山
町
阿
諏
訪

　小
川

　収
一

　氏

　
　昭
和
30
年
３
月
生

　
　毛
呂
山
町
岩
井

　岡
野

　鈴
代

　氏

　
　昭
和
28
年
12
月
生

　
　毛
呂
山
町
西
大
久
保

議
会
事
務
局
長

　岡
田

　忠
彦

　

　
　前

　会
計
管
理
者

　
　お
詫
び
と
訂
正

①
12
月
議
会
の
高
橋
・
弓
田
両

議
員
の
一
般
質
問
に
実
名
発
言

が
あ
っ
た
た
め
、
当
事
者
の
意

を
尊
重
す
る
つ
も
り
で
、
発
言

の
一
部
を
議
長
独
自
の
判
断
で

消
去
し
て
放
映
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
正
確
な
放
映
を
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
町
民
の
皆
様
、

両
議
員
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　議
長

　佐
藤
秀
樹

�

②
99
号
の
10
頁
、
岡
野
議
員
の

一
般
質
問
中
３
段
目
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤

　

�

答
　西
坂
戸
団
地
の
公
共

下
水
道
に
よ
り
改
善
し
た

と
思
う
。

正

　

�

答
　比
較
的
汚
れ
の
少
な

い
数
値
が
維
持
さ
れ
て
い

る
が
、
引
き
続
き
調
査
を

継
続
す
る
。

　
平
成
５
年
の
議
会
だ
よ
り
創
刊

よ
り
25
年
が
経
ち
、
１
０
０
号
を

迎
え
た
。
こ
の
25
年
間
で
町
の
人

口
は
４
千
人
減
少
し
て
い
る
。

　
来
年
５
月
に
は
平
成
か
ら
新
元

号
に
移
行
。
消
費
税
も
上
が
る
。

時
代
と
社
会
は
日
々
変
わ
っ
て
い

き
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
国
民
全
体
で
真
剣
に
考
え
る
べ

き
時
に
な
っ
た
。
願
っ
て
い
て
も

物
事
は
好
転
せ
ず
、
限
り
あ
る
時

間
の
使
い
方
次
第
で
町
の
将
来
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
議
会
の
動
き
を
町
民
に
伝
え
る

重
要
な
役
割
を
担
う
「
議
会
だ
よ

り
」、
発
行
数
を
重
ね
る
度
に
毛

呂
山
町
が
一
歩
一
歩
前
進
し
、
時

代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
町
に
な

る
よ
う
執
行
部
と
共
に
研
鑽
し
て

い
き
ま
す
。
毛
呂
山
町
議
会
に
ご

声
援
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　�

（
澤
田

　巌
）

3月定例会傍聴者数

本会議日 傍聴
者数

3月  1日（木） 1名
3月  2日（金） 17名
3月  5日（月） 16名
3月  6日（火） 32名
3月  7日（水） 1名
3月19日（月） 3名

計 70名

　
委
員
長�

下
田

　泰
章

　
副
委
員
長�

荒
木
か
お
る

　
委
　
　
員�

平
野

　
　隆

　
　
　
〃
　�

澤
田

　
　巌

　
　
　
〃
　�

千
葉
三
津
子

　
　
　
〃
　�

岡
野

　
　勉

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�

（
議
長
）　
佐
藤

　秀
樹

編
集
委
員

ま
町政モニターの声


